




近代日本における「祖先教」の登場

（
５
）
有
賀
「
日
本
に
お
け
る
先
祖
の
観
念
」
前
掲
書

、
１
１
、
ｂ
、

（
６
）
「
惟
フ
ニ
我
力
祖
我
力
宗
ハ
我
力
臣
民
祖
先
ノ
協
力
輔
翼
二
悟
り
我
力
帝
国
ヲ
肇
造
シ
」
（
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
ノ
勅
語
、
傍
戊
筆
者
）
。

「
朕
惟
フ
ニ
我
力
皇
祖
皇
宗
国
ヲ
肇
ム
ル
コ
ト
宏
遠
二
徳
ヲ
樹
ツ
ル
コ
ト
深
厚
ナ
リ
（
中
略
）
是
ノ
如
キ
ハ
独
り
朕
ヵ
忠
良
ノ
庶
民
タ
ル
ノ
ミ

ナ
ラ
ス
又
以
テ
雨
祖
先
ノ
遺
風
ヲ
顕
彰
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
」
（
教
育
二
関
ス
ル
勅
語
、
傍
点
筆
者
）
。

（
７
）
陸
海
軍
人
二
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
諭
（
一
九
一
二
）
。

（
８
）
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
ノ
勅
語
（
一
八
八
九
）
。

（
９
）
石
田
雄
「
明
治
政
治
思
想
史
研
究
」
未
来
社
、
一
九
五
四
、
七
頁
。

、
）
唐
沢
富
太
郎
「
教
科
書
の
歴
史
」
創
文
社
、
一
九
五
六
、
二
七
八
頁
よ
り
引
川
。

（
ｇ
我
妻
栄
『
家
の
制
度
ｌ
そ
の
倫
理
と
法
理
ｌ
」
鮒
傭
社
二
九
催
八
二
七
頁
”
よ
び
一
七
三
頁
。

（
肥
）
穂
積
八
束
「
耶
蘇
教
以
前
ノ
欧
洲
家
制
」
上
杉
慎
吉
編
「
穂
積
八
束
博
士
術
文
集
』
一
九
一
三
、
二
川
○
’
二
川
一
頁
。

（
胆
）
穂
積
八
束
一
耶
蘇
教
以
一
一

（
過
）
唐
沢
「
前
掲
」
一
○
頁
。

（
皿
）
そ
の
内
宥
は
、
文
部
省
編
「
国
民
道
徳
二
関
ス
ル
講
演
』
一
九
二
、
四
八
’
五
○
頁
に
よ
る
。

（
巧
）
一
九
一
○
年
一
○
月
の
文
部
省
「
師
範
学
校
教
授
要
目
説
明
」
に
、
「
修
身
ノ
教
授
ヲ
ナ
ス
ニ
ハ
特
二
我
国
民
道
徳
二
就
キ
テ
懇
切
二
教
授
シ
」

と
あ
る
。
翌
一
九
二
年
七
月
、
中
学
校
・
高
等
女
学
校
・
実
業
学
校
で
も
同
様
の
教
授
要
側
が
国
定
さ
れ
た
。
一
連
の
教
員
講
習
会
は
こ
れ

に
基
づ
い
て
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
猫
）
。
（
Ⅳ
）
文
部
省
編
『
国
民
道
徳
二
関
ス
ル
講
演
」
前
掲
、
二
八
頁
。

（
肥
）
同
右
、
二
五
頁
。

（
咽
）
同
右
三
○
頁
Ｑ

恥
）
本
庄
栄
治
郎
は
『
愛
国
心
』
に
よ
っ
て
穂
積
の
祖
先
教
説
を
と
ら
え
、
こ
の
説
を
「
我
凹
雄
邦
ノ
恭
礎
ヲ
血
統
胡
結
二
求
メ
、
之
ヲ
維
持
ス
ル

ノ
方
法
ト
シ
テ
ハ
祖
先
崇
拝
ノ
信
念
ヲ
以
テ
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
論
セ
ル
者
」
と
要
約
し
、
「
ソ
ノ
果
シ
テ
我
建
国
ノ
基
礎
ヵ
血
統
団
結
二
存
シ
従

テ
家
族
制
度
力
肇
国
ノ
大
本
ナ
リ
シ
ャ
否
ハ
史
家
ノ
厳
密
ナ
ル
考
証
二
待
タ
サ
ル
可
ラ
ス
、
（
中
略
）
又
仮
令
家
族
制
度
ヵ
建
国
ノ
基
礎
ナ
リ

シ
ト
ス
ル
モ
、
ダ
ダ
単
二
建
国
ノ
基
本
タ
ル
カ
故
二
之
ヲ
維
持
存
続
ス
ヘ
シ
ト
ィ
フ
ハ
理
由
ナ
キ
所
也
」
と
批
判
し
た
（
本
庄
「
我
戸
主
制
庇

ノ
得
失
ヲ
論
ス
（
三
）
」
「
京
都
法
学
会
雑
誌
」
八
巻
二
号
口
九
一
三
〕
、
一
九
五
頁
）
。

こ
の
頃
や
や
整
っ
た
形
で
祖
先
教
と
家
族
主
義
（
Ⅱ
家
族
国
家
観
）
の
関
連
を
示
し
た
も
の
に
、
高
楠
順
次
郎
が
あ
る
。
彼
は
、
家
も
家
族



〆へ／ー､〆、／一､／→、〆、〆一､グー､グー、／一、〆、ノー、〆=、〆、

343332313029282726252423222；
、ノーミノ、_ノ、－ノーグ、－／、ーノ、－ノミー、〆、－ノ、－ノ廷--

同同同同同同同同同
右右右右右右右右右
､､､､､､､､~_

五五五五五五五五 五
五四四四三四三一 一
○七 五○一○○七七

頁頁頁頁頁頁頁頁頁
OOOOOOOO己

同
右
》
”
二
二
八
頁
。

東
京
文
理
科
大
学
・
東
京
高
等
師
範
学
校
「
創
立
六
十
年
』
一
九
三
一
、
三
三
’
一
三
三
頁
。

亘
理
章
三
郎
「
国
民
道
徳
序
論
」
中
文
館
、
一
九
一
五
、
五
一
五
頁
。

主
義
、
国
も
家
族
主
義
で
あ
り
、
国
の
祖
宗
を
代
表
し
て
一
国
を
統
治
す
る
君
主
の
御
家
は
大
家
（
公
）
、
臣
下
の
家
は
小
家
で
あ
る
と
い
い
、

親
に
対
す
る
自
然
の
至
情
が
孝
、
孝
を
横
に
広
げ
て
本
家
の
族
父
に
移
し
た
の
が
忠
、
ま
た
孝
を
縦
に
延
ば
す
と
祖
先
崇
拝
と
な
り
、
孝
を
遠

く
横
に
広
げ
れ
ば
皇
祖
皇
宗
の
崇
拝
と
な
る
と
し
て
、
彼
の
「
家
族
主
義
」
の
全
体
、
祖
先
教
の
全
系
を
図
に
示
し
て
い
る
（
高
楠
「
父
子
本

位
の
家
族
」
東
亜
協
会
編
『
国
民
教
育
と
家
族
制
度
」
目
黒
書
店
、
一
九
二
、
二
八
’
九
頁
）
。
問
題
の
祖
先
と
国
と
の
関
係
は
左
凶
で

分
明
に
き
れ
た
よ
う
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
頗
る
観
念
的
で
あ
っ
て
、
理
瓶
に
よ
っ
て
つ
じ
つ
ま
を
あ
わ
せ
た
と
い
う
印
象
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。

縦
（
時
間
的
）
ｌ

爪
細
先
に
制
す
急
誉
削
先
‐
雛
ｆ
Ｉ
壷
‐
奪
爪
難
燦
に
雌
け
為
診

一
柚
恥

（
大
祖
先
に
対
す
る
孝
）
祖
先
Ⅱ
崇
拝
ｉ
Ｉ
‐
‐
…
ｉ
‐
１
国
Ｉ
忠
（
大
家
族
に
於
け
る
孝
）

井
上
哲
次
郎
『
国
民
道
徳
概
論
」
一
九
二
一
、
三
省
堂
、
一
二
二
’
二
一
三
頁
。

同
右
、
二
一
二
頁
。
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（
帥
）
同
右
、
二
言

（
副
）
同
右
、
三
八
頁
。

（
兜
）
同
右
、
四
二
頁
。

（
弱
）
同
右
、
四
三
頁
。

（
弘
）
。
（
弱
）
同
右
、

（
弱
）
同
右
、
二
頁
。

（
抑
）
深
作
安
文
『
国
民
満

（
狸
）
同
右
、
一
五
六
頁
。

（
“
）
同
右
、
一
五
一
頁
。

（
盤
）
深
作
安
文
『
倫
理
と

（
“
）
亘
理
「
前
掲
』
、
五
両

（
妬
）
例
え
ば
久
留
米
藩
右

（
妬
）
松
本
三
之
介
「
国
家

（
鞭
）
穂
積
陳
重
「
前
掲
』
、

（
蛤
）
同
右
、
二
五
頁
。

（
鯛
）
同
右
、
二
○
頁
。

（
帥
）
同
右
、
二
一
頁
。

（
卵
）

、
Ｒ
Ｕ
ノ

〆
ｏ
○
」

（
”
）

（
粥
）

（
羽
）

例
え
ば
久
留
米
藩
有
馬
家
の
場
合
。
古
川
哲
史
「
統
殉
死
墓
歴
訪
伽
」
『
創
文
』
一
三
八
号
（
一
九
七
五
、
四
）
、
一
二
’
二
四
頁
害

松
本
三
之
介
「
国
家
主
義
と
〃
家
″
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
『
講
座
家
族
』
八
巻
（
家
族
観
の
系
譜
）
、
弘
文
堂
、
一
九
七
四
、
七
三
頁
。

穂
積
陳
重
「
前
掲
』
、
五
○
頁
。

同
右
、
一
五
一
頁
頚

深
作
安
文
『
倫
理
と
国
民
道

亘
理
「
前
掲
』
、
五
四
○
頁
。

同
右
：
五
四
三
頁
。

同
右
、
五
四
○
頁
。

深
作
安
文
は
敬
神
崇
祖
の
根
拠
を
亘
理
の
よ
う
に
理
路
整
然
と
で
は
な
く
、
方
便
の
よ
う
な
形
で
説
い
た
。
す
な
わ
ち
、
己
が
祖
先
の
名
さ
へ

も
知
ら
な
い
下
層
社
会
の
人
民
に
向
っ
て
打
つ
け
に
祖
先
崇
拝
の
価
値
を
説
い
て
も
無
効
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
に
祖
先
崇
拝
を
教
え
る
場
合
に

は
、
ま
ず
伊
勢
の
太
廟
と
諸
々
神
社
の
尊
信
を
説
く
べ
き
で
あ
る
、
と
（
深
作
「
家
族
制
度
卑
見
」
東
亜
協
会
編
『
国
民
教
育
と
家
族
制
度
』

前
掲
、
一
四
九
’
一
五
○
頁
）
。

深
作
安
文
『
国
民
道
徳
要
義
』
弘
道
館
、
一
九
一
六
、
一
川
九
頁
。

同
右
、
一
五
六
頁
。

同
右
、
五
五
三
頁
＆

同
右
、
五
三
一
頁
。

『
倫
理
と
国
民
道
徳
」

頁
○

弘
道
館
、
一
九
一
六
、
川
○
九
頁
。
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（
的
）
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、
Ｊ
“
三
／

〔
５
」

（
記
）

、
Ｑ
〉
〆

〆
原
Ｊ
』

唐
沢
一
前
掲
」
二
七
六
’
二
七
八
頁
。

隅
谷
三
喜
男
『
日
本
の
社
会
思
想
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
、
六
七
頁
。

農
商
務
省
「
本
邦
に
お
け
る
農
業
団
体
に
関
す
る
調
査
」
（
浜
田
陽
太
郎
「
社
会
教
育
に
あ
ら
わ
れ
た
家
族
国
家
慨
の
変
化
」
『
拙
陥
家
族
』
八

巻
、
弘
文
堂
、
一
九
七
四
、
一
○
一
頁
よ
り
引
川
）
。

柳
田
国
男
「
田
舎
対
都
会
の
問
題
」
「
時
代
と
農
政
』
（
『
定
本
』
一
六
巻
、
三
九
頁
）
。

河
田
嗣
郎
「
家
族
制
度
維
持
ノ
必
要
卜
其
方
法
」
『
国
家
学
会
雑
誌
』
二
四
巻
三
号
（
一
九
一
○
）
、
三
川
九
頁
。
”

同
右
、
三
四
九
’
三
五
○
頁
。

井
上
哲
次
郎
「
我
が
国
体
と
家
族
制
皮
」
東
亜
協
会
編
「
国
民
教
育
と
家
族
制
度
』
前
掲
、
一
八
四
頁
。

尾
原
亮
太
郎
「
戦
勝
と
家
族
制
度
」
東
血
協
会
編
「
国
民
教
育
と
家
族
制
度
』
前
掲
、
一
六
六
頁
お
よ
び
一
七
Ⅲ
頁
。

隅
谷
「
前
掲
』
、
七
○
’
七
一
頁
。

一
九
一
○
年
四
月
文
部
省
は
、
高
等
小
学
第
三
学
年
用
修
身
書
を
学
校
ば
か
り
で
な
く
地
方
青
年
団
体
の
講
習
等
に
も
用
い
て
涌
就
さ
せ
る
よ

う
達
示
し
た
（
『
明
治
文
化
史
」
３
、
洋
々
社
、
一
九
五
五
、
一
六
三
’
一
六
四
頁
）
。
ま
た
、
同
年
開
催
の
全
国
青
年
大
会
が
決
定
し
た
「
青

年
団
規
十
二
則
」
の
な
か
に
、
国
体
を
重
ん
じ
祖
先
を
尊
ぶ
べ
き
こ
と
、
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
（
隅
谷
『
前
掲
」
七
六
頁
）
。

吉
谷
覚
賢
「
真
宗
要
義
」
法
蔵
館
、
一
九
一
四
、
五
六
二
’
五
六
三
頁
。
（
著
者
は
大
谷
派
講
師
で
一
乗
院
を
称
し
た
。
）

祖
先
教
が
宣
伝
さ
れ
た
時
代
に
民
間
の
先
祖
祭
祁
は
す
で
に
か
な
り
衰
微
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
沢
柳
政
太
郎
は
「
若
し
夫
れ
祖
先
崇
敬
に
至

り
て
は
、
畏
く
も
之
れ
を
宮
中
の
行
事
に
見
る
を
得
れ
ど
も
、
民
間
に
あ
り
て
は
其
の
俗
の
観
る
べ
き
も
の
な
く
、
偶
々
こ
れ
あ
り
と
雌
も
大

勢
漸
く
廃
絶
に
帰
せ
ん
と
す
」
（
『
孝
道
」
一
九
一
○
、
序
）
と
い
い
、
奥
田
義
人
は
「
又
第
二
に
祖
先
の
位
牌
な
ど
の
こ
と
に
付
て
お
話
に
な

り
ま
し
た
。
是
も
事
実
其
通
り
、
田
舎
に
行
っ
て
見
れ
ば
成
程
存
在
は
し
て
居
る
が
、
都
会
で
は
殆
ど
見
ら
れ
ぬ
」
（
「
家
族
制
度
に
就
て
、
共

八
」
東
亜
協
会
編
『
国
民
教
育
と
家
族
制
度
」
前
掲
、
八
八
頁
）
と
述
べ
る
な
ど
、
識
者
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先

祖
祭
祁
に
家
族
制
度
の
支
柱
を
期
待
す
る
こ
と
は
無
理
だ
と
い
う
認
識
が
そ
う
い
う
人
々
の
間
に
あ
り
、
孝
道
の
振
起
と
い
っ
た
道
徳
政
策
や

家
産
法
の
制
定
と
い
っ
た
立
法
的
対
餓
が
真
剣
に
考
究
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
近
頃
頻
り
に
家
族
制
度
の
国
民
道
徳
を
鼓
吹
す
る
も
の
あ
れ
ど
も
、
何
ぞ
知
ら
ん
や
、
少
壮
の
人
民
は
既
に
此
幼
碓
な
る
思
恕
を
超
越
し
、

別
に
そ
の
自
我
の
要
求
を
満
足
せ
し
め
ん
と
煩
悶
し
つ
つ
あ
る
。
個
人
は
家
族
と
離
れ
、
国
家
を
離
れ
、
個
人
そ
の
も
の
に
川
仙
を
知
ら
ん
と

苦
悶
し
つ
つ
あ
る
直
（
海
老
名
弾
正
『
国
民
道
徳
と
基
督
教
」
北
文
館
、
一
九
一
二
、
一
二
頁
）
。



近代日本における「祖先教」の登場

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
お
よ
び
四
十
七
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を
受
瞳
「
日
本
近
代
史
上
に
お
げ
る
柳

田
国
男
の
総
合
的
研
究
」
（
代
表
者
東
京
教
育
大
学
教
授
家
永
三
郎
氏
）
を
分
担
し
て
実
施
し
た
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
機
会
を

か
り
て
、
関
係
者
の
ご
厚
意
に
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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